



は終よりJ詞 fねj と fよねJの f評価J 法を対象としてポライトネスの観点から考察し
たものである。その結果、終助詞 fねj と[よねJI土、開き手への封入配車の機能を有すると
いう点で共通しながら、両者間の微妙な差異があるということが分かった。《翼賛》の
fよねj より iねj の方が多くみられた。ごのような事実辻、 fよね|に法例文口)のような制
約があることと関連するものだと忠われる。また、その出現状況を見ると、 s号き手への 2度目
の汗館、つまり再評{認が「よねj を伴って聞き手に伝達される場合がみり、その点で fね」と
なるように思われる。 Uド難》の場合は、[よねj のイ交わりに Jよなj が用いられるという
i司が見られた。耕助詞 i:tl J と「よな j 辻、茨語的な意味を有する「よく j とか、ぽか




来、文の について、 び〉 命題に る し手の
お」了 支守して 確認、
ととらえら てき 。なかでも 「ねjについては、 来いろいろ




















































































































































































6 自のポライト スのj京理(politenessprinciple) 
(tact maxim) 
(a) 0) 十丑を L d-.. 
























































































































































?し 1ま すんでる dりm みんな E で
と、 のよう記 ですかj
i司って し1t o 
id¥ のく もものを らん ねえJ
(25) r んだからさ にも言わ














けの話にし しょうねJと も おった。
(23 )(24 )(25)辻、いずれも話し手が間き
さんも遅れてるなあJi君もものを知ら

















まだま ン んだよなあ。 いい、まあいいき。評判l
いってド れだけ気にかカミるっていう}



































で考えると、 。〉 J 0) i への
めに用いれらていると考えら
方、《非難》には fよねjの代わりに「よなjが用いられるという傾向が見られた。《
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